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1.漁況海況予報事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　勇次・内山　　勇

【目　　　的】

　　沿岸定線観測とスルｊイカ漁場一斉調査を行い，日本海及び富山湾の海況と重要漁業資源との　

関連を研究するとともに，漁況・海況情報を正確かつ迅速に公表することにより，漁業経営の安　

定に資する。また，日本海における漁況・海況情報事業に対して情報を提供する。

【方　　法】

　　水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針」及び「昭和５６年度日本海における漁海況情報　

事業実施要領」（漁業情報サービスセンター）によって実施した。

【実施状況】

　（1）沿岸定線観測

調査年月日 �調　査　員�観　測　項　目 �使用船舶�備　　　　考

５６．４．１～　４．３

５６．５．６～　５．７

５６．６．８～　６．１０

５６．８．４～　８．６

５６．９．９～　９．１１

５６．１０．６～１０．８

５６．１１．４～１１．６

５７．３．１～　３．３ �浦本己之重岡本　勇次内山　　勇今村　

　明若林　信一

岡本　勇次

岡本　勇次

佐藤　　学

岡本　勇次若林　信一

内山　　勇 �水温，塩分，プランクトソ　　　同　　　　上　　　同　　

　　上　　　

同　　　　上　　　

同　　　　上　　　

同　　　　上　　　

同　　　　上　　　

同　　　　上 �立山丸　同　上　同

　上　

同　上　

同　上　

同　上　

同　上　

同　上 �ニーク線26点卵稚仔と同時　　同　　　上　　同　

　　上

ニーク線26点沿岸漁況と同時

ニーク線26点卵椎仔と同時　　

同　　　上　　

同　　　上

ニーク線２６点沿岸漁況と同時

（2）スルメイカ漁場一斉調査

調査年月日 �調　査　員 �観　測　項　目 �使用船舶�備　　　　考

５６．６．１～　６．６

５６．９．１～　９．７ �佐藤　　学佐藤　　学内山　　勇 �水乱塩分，釣獲試験水乱塩分，プランクトン釣獲試験�立山丸岡　上�す－３線す－１線

【調査結果】

　　調査結果は，日本海区水産研究所へ報告した他，別記刊行物に発表した。また，海洋観測調査　

結果の水温値の概要は別表のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１－
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【調査結果登載印刷物】

昭和56年度海洋観測結果 ( 56年度富山県水産試験場業績集)

昭和56年度日本海プロック漁海況連絡会議資料 ( 

昭和56年度日本海北部プロック漁海況連絡会議資料(

昭和56年度スルメイカ長期予報会議資料 " 

愛護 別 表鱗

昭和56年度富山湾内 17定点層別平均水温及び平年水温差

(表面)

註¥ミ 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 3 

56 年 9.10 12.94 18.26 欠 27.1 24.18 22.31 18.73 欠 欠 欠 9.6 

平 年 10.16 13.34 18.01 22.00 27.07 26.05 22.42 18.94 15.59 12.50 10.37 9.55 

差 一1.06 ー0.40+0.25 +0.03 -1.87 0.11 -0.21 +0.05 

( 50 m層)

希¥ミ 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 3 

56 年 9.26 11.52 14.71 欠 20.42 20.64 21.39 19.23 欠 欠 欠 10.52 

平 年 9.80 10.87 14.04 17.21 20.36 22.46 21.12 19.35 16.41 13.49 10，92 10.00 

差 -0.54 +0.65 +0.67 +0.06 -1.82 +0.27 ー0.12 +0.52 

( 100 m層)

二詮芝 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 

56 年 9.11 10.27 12.77 欠 15.34 15.17 16.13 18.12 欠 欠 欠 10.50 

年平 9.66 10.10 11.42 13.47 14.65 15.63 14.89 16.37 15.80 13.38 10.81 9.92 

差 ー0.55+0.17 +1.35 +0.69 -0.46 +1.24 +1.75 +0.58 

( 200 m層)

二注之 4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 3 

56 年 6.73 8.47 8.43 欠 5.23 5.92 5.11 5.72 欠 欠 欠 5.51 

平 年 7.33 7.42 7.61 7.64 6.11 5.39 4.70 5.14 6.04 6.92 6.57 7.05 

差 ー0.60+1.05 +0.82 0.88 +0.53 +0.41 +0.58 -1.54 

※ 平年値は昭和28年から 52年までの平均値

。，“
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2.沿岸漁況観測事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　勇次ｸ内山　　勇

【目　　　的】

　1.　県内各地の漁況を収集し，また沿岸定線観測を行い，「漁況旬報」及び「富山湾漁海況戦報」　　

として発表し，関係各機関及び関係業者に漁海況情報を提供する。

　2.　電子計算機を用い，漁海況情報の整理・蓄積を行い，併せて解析手法等の研究を行う。

【方　　法】

　1.漁況収集及び情報提供

　　県内の主要根拠地（氷見・新湊一四方・岩瀬・水橋・滑月ト魚津・経田・黒部）に調査員を　　

uご几地の漁業種類別・魚種別の漁獲量を毎日電話で聞き取り，旬１回の「漁況旬報」，

　　不定時の「富山湾漁海況戦報」として関係各機関に配布する。

　2.沿岸観測

　　沿岸定線（ニー７線）の海洋観測を行う。また，立山丸に装備する水中ＴＶ及びＳＴＤの試　

運転を行う。

　3.電算機利用

　　本庁の大型コンピューター及び水試のパーソナルコンピューターを用い，漁海況情報の処理　　

・累積・解析手法開発を行う。

【実施状況】

　1.漁況収集及び情報提供

　　　前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁獲量を聞き取った。そして各　　

旬１回「漁況旬報」を発行し，また不定時に「富山湾漁海況既報」を発行し，関係各機関に配　　

布した。なお発行状況及び配布先は下記のとおりです。

　　　発行状況　　漁況旬報……………昭和５６年４月上旬から昭和５７年３月下旬までの３６回　　　　　　　　　

富山湾漁海況既報…昭和５６年４月，５月，７月，９月，10月，１１月，１２月　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和５７年１月，３月　の９回

　　　配布先区分別部数

温か大士 �旬　報 �概　報

地方自治体等 �５ �１２

漁業団体等 �４８ �４８

研究機関等 �２３ �１２

報導関係 �１１ �１１

合　　　計 �８７ �８３

-
４



2. 沿岸観測

実施状況

調査年月日

56.8.3-8.5 

57. 3.1 -3.3 

5 6. 7. 1 0， 7. 2 3 

7. 2 8 -2 9， 8. 2 5 

3. 電算機利用

調査員

岡本勇次

内山 勇

今村，川崎
岡本，内山
若林洋

観測項目 使用船舶 備 考

水温，塩分 立山丸 ニー7線 26点

" " 1/ 漁海況と同時

水中TV 沿岸において試

" STO 運転

(1) 毎旬の漁況情報及び毎月の海況情報の処理・累積を行った。

(2) 漁況・海況・資料解析処理のためのパーソナルコンピューター用のプログラムを開発した。

【調査結果登載印刷物】

漁況旬報 (昭和 56年度)(昭和56年度富山県水産試験場業績集)

富山湾漁海況概報" ) ( 

別表

漁況報告依額機関及び調査員

機 関 調 査 員

氷見販売漁業協同組合連合会 浜本秀善・字波 隆

新湊漁業協同組合 尾山栄吉

四方漁業協同組合 広瀬昭男

岩瀬漁業協同組合 米谷重義

水橋町漁業協同組合 寺松光雄

滑川漁業協同組合 浦田 良二

魚津漁業協同組合 島崎 博

経団漁業協同組合 後藤義昭

黒部漁業協同組合 田中 満

- 5 



3.沖合漁場開発調査

佐藤 学

I 日本海ます流し網漁業調査

【目的】

日本海で生育するます類の資源動向を明らかにするため，関係機関が共同で実施する日本海マ

ス漁場一斉調査に参加し，資源調査並びに県内関係漁船への漁業情報を公表する。

【実施状況】

(1)調査期間 昭和 56 年 4 月 8 日 ~4 月 17 日及び昭和 57 年 3 月 23 日 ~3 月 29 日

(2) 調査船 立山丸(1 5 6. 38トン)

(3) 調査海域 日本海マス漁場一斉調査分担区域のB線及び富山湾口付近

(4) 調査内容 水産庁の定める「日本海ます調査要綱」による

【調査結果の概要】

漁場一斉調査期間中，のべ7回の操業で，有効反数は1回133反， 合計漁獲量はサクラマス

229尾，カラフトマス145尾，マイワシ1，307尾とその他サパ， スケトウダラ， ソイの混獲があっ

た。また，漁場予察の 3月の調査では，のべ2回の操業 (37
0

53'N. 13804OE)で，サクラ

マス 28尾， カラフトマス2尾，マイワシ 1，600尾， その他サパ，サメ，ホッケ， ソイの混獲があっ

た。

なお，調査結果は， 日本海区水産研究所において日本海全体として総括報告されている。

【調査結果登載印刷物】

昭和56年度 目本海ます調査記録(水産庁 日本海区水産研究編)

H 日本海スルメイ力漁場調査

【目的】

日本海におけるスルメイカの回避経路や漁場形成について調査し本県の漁船漁業の中心であ

るスルメイカ釣り漁船関係者に他機関からの情報収集と調査結果をあわせて，それらを公表し

その効率的な操業に資する。

【実施状況】

(1)調査期間 昭和 56年 4 月 23 日~ 30 日 7 月 1 日 ~8 日

(2) 調査船 立山丸(1 56.38トン)

6 -



(3) 調査海域 日本海におけるスルメイカ漁場の初漁期漁場及ひ守共同運航によるスルメイカ漁

場一斉調査(別図)

(4) 調査内容 水産庁の定める「地方官庁船による日本海のスルメイカ資源調査要領」による

【調査結果の概要】

第 1次航海は漁期前調査として，隠岐諸島周辺海域で海洋観測を 17点， 釣獲試験をのべ6回

実施し富山県船団の漁場として，隠岐堆南200m等深線付近が有望と公表した。また，第2次

航海は日水研が総括する共同運航によるスルメイカ漁場一斉調査に参加し，資料はすべて日水研

に調査要領にしたがし、送付した。

【調査結果登載印刷物】

昭和56年度，共同運航によるスルメイカ漁場一斉調査結果記録(日水研編)

日本海スルメイカ漁場調査(昭和56年度 富山県水産試験場業績集)

if ¥_l...，¥ 7 W 6 腕位置順調IJ位置

観制位置

一一一漁期前λルメイカ漁J品調査

一 ー共同4航によるスル〆イカ曲場一斉調査

135. 140. 

別図 日本海スルメイカ漁場調査海域

7 -



こ

4.ホタルイカ生態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o今村　　明・湯口能生夫

【目　　　的】

　　富山湾におけるホクルイカの生態，生活史を明らかにするとともに、産卵接岸群の来遊機構を　

究明し，他海域において来遊条件の活用により，未利用資源の利用を図ろうとするものである。

　　なお，当調査は指定調査研究事業で昭和５４年度～５６年度の３ケ年計画で実施したものである。

【実施状況】

調査項目 �調査時期�調査員 �使用船舶�調査海域 �調　査　内　要 �備考

末端漁場の　

分布調査 �56　　/　　　　5 �今村づ賜口佐藤・岡本内山�立山丸 �片貝川河口　　　付近�・中層曳網によるホタル　イカ採集調査・環境調査（水温，塩分，　プラソクトソ）

成体期の棲

息場の把握�57/　1～2 �今村・佐藤 �立山丸 �富　山　湾 �中居曳網によるホタルイカ採集調査

海洋観測　　　

調査 �５６／　　１２�今村州|崎 �立山丸 �富　山　湾 �ＳＴＤによる富山湾縦断観測

個体測定　　　

調査 �５６／４～１２�今村・湯ロ辻谷 ���漁獲物サソプリソグ多項目測定

【調査結果の概要】

　①　富山湾奥部ホタルイカ漁場の東端にあたる片貝川河口付近でのホタルイカの相当量の分布を　　

確認したが，中心漁場との差異を論ずるまでにいたらなかった。

　②　冬期におけるホタルイカ成体期の棲急場を中層曳網によるホタルイカ採集で試みたが，のべ　　

１４回で２８尾しか採集できなかった。また，その人絹状況を網水深と漁場水深の比や海底地形　　

との関係でみたが，具体的に棲急場を指摘することはできなかった。

　③　富山湾縦断観測を137°14治線８点でＳＴＤにより実施した。観測値をできるだけ海底付近ま　　

でとし，縦断面図を作成し，１２月期の日本海固有冷水は３００ｍ以深であることを確認した。

　④　個体多項目測定により，富山湾内に出現するホタルイカには，発生時期を異にする二つの群　　

を再確認し，漁獲対象群は春期に，その他は秋期が産卵の中心と推定した。

【調査結果登載印刷物】

　　昭和５４～５６年度指定調査研究総合助成事業報告書（５６年１２月）

８



5. 200カイリ水域内漁業資源委託事業

佐藤 学 Pi土谷三郎・岡本勇次

I 沿岸重要漁業資源委託調査

【目的】

回遊性沿岸重要魚種(アジ，サパ，イワシ類，プリ類)の質と量の変化をとらえて分析しこ

れら資源の動向を察知し，漁業の管理方策をたてることを目的とする。

【方法】

昭和56年度 日本海区沿岸重要漁業資源、委託調査要綱(日水研)によって実施した。

【実施状況】

魚種名 回数 測定総尾数

イワシ類 66 6，421尾 漁獲の中心小羽~中羽

ア ジ 31 2，986 11 スーパー-/J、アジ l

サ ノ、 16 1，530 λ， ギリサパ

フ リ 17 637 λγ 当才魚

計 130 11，574 

【調査結果の概要】

調査結果は調査要綱の様式に従いすべて日本海区水産研究所に報告した。また，湾内の重要魚

種の資源水準動向は次項Eの結果に示すとおりである。

II 200カイリ水域内漁業資源調査委託事業

【目的】

我が国 200カイリ漁業水域の設定に伴ない，当該水域内における漁業資源を科学的根拠に基づ

いて，漁獲許容(可能)量などの推計に心要な関係資料を整備する。

【方法】

昭和56年度， 200カイリ水域内漁業資源調査委託事業実施要綱(日水研)により

(1) 生物測定調査

(2) 標本船操業実態調査

(3) 漁獲成績調査

の3項目について実施した。

- 9 ー
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【実施測定調査】　

（1）生物測定調査

魚　種　名 �測定回数 �測定栃尾数�備　　　　考

マ　　サ　　バ �１６ �１,５３０尾

マ　　ア　　ジ �３１ �2,986

マ　イ　ワ　シ �２７ �２,６０１

カタクチイワシ �２６ �２,５６０

ウルメイワシ �１３ �１,２６０

ブ　　　　　　リ �１７ �６３７ �当才魚のみ

スルメイ力 �３９ �１,９１６ �沖合・沿岸漁場別

ベニズワイ �１ �７０ �かごなわ漁獲量

計 �１７０ �１３,５６０

（2）標本船操業実態調査

漁　業　種　類 �統数又は隻散�期　間 �備　　　　　　　　考

ブ　リ　定　置　漁　業 �２ケ統 �９～３月 �氷見漁民合同組合及び高峯定置網組合

イワシ定置漁業 �１ケ統 �４～８月 �氷見漁民合同組合

その他の敷網漁業 �１ケ統 �９～３月 �ハそう張網実行組合有磯祖

スルメイカ一本釣漁業 �２　　隻 �５～２月 �幸福丸（19ト7）38千代丸（９トソ）

（3）漁獲成績報告書（水産漁港課に提出）

漁　業　種　類 �統数又は隻数�報　告　期　間 �備　　　　　考

その他の敷網漁業 �５　統 �毎月１回　１２ケ月 �八そう張網

い　　か　釣　漁　業 �６３　隻 �年１回　１２ケ月

沖合底びき網漁業 �１０　隻 �毎月１回　１０ケ月

小型機船底びき網漁業 �１６　隻 �毎月１回　１０ケ月

べにずわいがにかご漁業 �４５　隻 �毎月１回　　８ケ月

【調査結果の概要】

　　調査結果については，調査要綱の様式に従い，すべて日本海区水産研究所に報告した。また，

　２００カイリ水域内漁業資源調査委託事業，漁況海況予報事業，沿岸漁況観測事業及び沖合漁場開　

発調査等を総合判断して富山湾における重要魚種の昭和５６年度資源水準の動向は次夫のとおり　

である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１０－

�



昭和 56年度における資源水準の評価(富山湾)

魚種名 漁獲量 平10均年漁獲閣量の 資源水準の評価 担当者

イ マイ ワシ 6.732トY 4.296トY 高水準(日本海にお;vtる動向と同じ) 辻谷・内山

ワ カタクチイワシ 862 3.204 低水準(資源極小期よりやや上昇) 11 ・ 11 

シ ウノレメイワシ 700 198 低水準(変動は小さい) 11 ・ 11 

「ミP ア ジ 824 1，534 低水準(ただし局地群発生目立つ) 11 11 

ーョF サ ノ、 1，830 1，521 中水準(日本海は高水準) 11 λr 

フ リ 3，544 3，518 当才魚:中水準 1才以上:低水準 内山・今村

カ ーマ ス 1，721 1，001 漁獲量は最高水準 11 ・ 11 

漁獲量は卓越年級群により変動
ク ロマ グ ロ 42 30 佐藤・ 11 

(近年52年発生群が卓越)

スケトウダラ 1，063 755 漁獲量は平均以上の水準

秋生れ群低水準(湾内漁獲量小)
佐藤・辻谷

スノレメ イカ 8，026 5.230 冬生れ群低水準(回復傾向)
岡本・内山

夏生れ群低水準

ホタ ノレイカ 2，870 1，954 漁獲量は平年以上 内山・今村

ベニズワイ 870 1，244 漁場は湾内はほとんどなし

(漁獲量は年計で，.平均漁獲量は昭和 55年-46年)

【調査結果登載印昂IJ物】

昭和56年度， 200カイリ水域内漁業資源調査結果(日本海区水産研究所編)
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６．さけ・ます増殖調査

さけ・ます資源増大対策調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ角　　祐二・川崎　賢一

【主　　旨】

　　さけ・ます資源を増大させるために，沿岸滞泳期における稚魚の生育生態から，回帰親魚の沿　

岸及び河川での生態，採卵から放流までの飼育稚魚の環境，管理について調査を実施する。

【方　　法】

　　さけ・ます資源増大対策調査要綱及び湖河性さけ・ますの大量培養技術の開発に関する総合研　

究昭和５６年度要綱に準じて調査を実施する。

　1.稚魚調査

　　（1）混獲防止対策調査

　　（2）河川内稚魚観測調査

　　（3）増殖環境調査

　2.親魚調査

　　（1）回帰回遊調査

　　（2）年令組成等調査

　3.未利用河川調査

　　（1）河川内稚魚観測調査

【結果の概要】

　1.沿岸域稚魚調査

　　（1）水　　温

　　　　沖合移動完了時と考えられる沿岸水温１５°Ｃに達しだのは，５月中～下旬で例年より１旬　　　

ほど遅れた。

　　（2）プラソクトソ

　　　　餌料となる動物プランクトンの消長は，４月下旬から急増し，５月上旬にピークを示した。

　　（3）分布・移動

　　　　湾内の沿岸域に広く拡散しており，特にかたよりはみられなかった。

　　　　沖合移動時のピークは，例年どおり４月中～下旬で，５月中旬には，大半が離岸完了した　　　

ものと思われる。

　　（4）食　　性

　　　　例年どおり，橋脚類，オキアミ目，枝角目，端脚目及び，陸性昆虫類であった。

　2.河川内稚魚調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１２－
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　（1）既利用河川（角川）

　　　４月中旬に放流後，５月中旬までの約１ケ月間滞留が認められたが，４月下旬には，河川　　

の一部で1 5°Cを上回り，本川の高水温傾向が問題視される。

　（2）未利用河川（早月川，常願寺川）

　　　早月川は４月中旬，常願寺川は４月上旬に放流され，両河川とも６月上旬までの約２ケ月　　

間滞留が認められた。　しかし，６月上旬には沿岸水温が約２０°Ｃで，サケの限界水温（15°C）　　

を上回っていた。

3.　増殖環境調査

　（1）各ふ化揚の水質環境

　　（ｐＨ）　　神通川ふ化揚の湧水で6.3と低い値を示したが，他のふ化場では，管理要領6.5　　　　　　　　

～7. 5 の範囲内にあり，ほぼ良好であった。

　　（ＤＯ）　　取水口では，布施川ふ化揚，小矢部川ふ化揚で6.50～6.66,6.51聊令と管理要　　　　　　　　

領７啄/£以上を下回るふ化揚があった。このため注水時に板に打たせたり水　　　　　　　　

量を増加させたりして酸素を補給する必要があった。

　　　　　　　　又，排水口ではこれらのふ化揚では4.6～5.8W/£まで減少しており，この他に黒　　　　　　　　

部川ふ化揚３号排水口，小川ふ化揚でも7啄/£以下に低下していた｡このため池の　　　　　　　　

中で湯気を行うか，水量を増すかして酸素を補給する必要があった。

　　（ＮＨ４－Ｎ）各ふ化揚ともO～0.3歿/び）範囲にあり管理要領の0.3昭/£以下を満足していた。

　　　　　　　　しかし，各ふ化揚とも排水口では,0.1～0.3曝/£の範囲で大きな上昇がみられた。

　　（総鉄）　ＮＤ～０．１３㎎／ぷで管理要領0.3即/£以下を満足していた。

　　（Ｎ２Ｇａｓ）９８．３～１１６．７％の範囲にあった。特に小矢部川の揚水（ポソプ），小川の揚　　　　　　　　水（ポンプ）で１１０％を越えており，湯気，打水等，Ｎ２Ｇａｓをおとす必要があ　　　　　　　　った。

4.親魚調査

　　魚津市経田地先で１２８尾の標識放流を行い，８４尾が再建された。（再建率６６％）

　　その内訳は,県内がほとんどで８１尾，残り３尾が県外であった。（新潟県の親不知，姫川，寺　

泊）

　　一般にサケの回帰は，北から南下してくるが，本年度も前年度と同様に，北上（約15oh）　

するケースがみられた。

　　他県からの放流魚については，秋田県，山形県及び新潟県で放流されたものが富山県で再建　

されており，昭和５４年度からの調査により，富山県系群のサケは，青森県から新潟県まで本　

州日本海側の全ての県の沿岸を通過してくることが，明らかになった。

　　但し，佐渡からの放流魚の再建もあり，沖合からのつっこみもあるものと思われる。

【調査結果登載印刷物】

　　昭和５６年度さけ・ます資源増大対策調査中間報告書　　

昭和５６年度さけ・ます資源増大対策調査後期報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－１３－

（昭和５７年４月）

（昭和５８年３月印刷予定）
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7. 朔河性さけ・ます大量培養技術開発事業

。奈倉 昇・角 祐二

【目的】

さけの移殖効果の安定強化を目的に，早期北海道卵を移入しこれの飼育放流，稚魚に関する

生態，生息環境及び回帰親魚等について調査する。なお 52年度より始まった本調査は本年度

が最終年度である。

【実施状況と結果の概要】

1. 沿岸滞泳期放流稚魚の追跡の行動の解析

2. (1) 5ヶ年(52-56年度)のさけの飼育結果

表 1 昭和57年のさけ飼育結果(52-56年度)

年 度 52 5 3 54 55 56 

採 卵 日 52. 10. 29 53. 10. 21 54. 10. 13 55.10. 8 - 9 56. 10. 1 5 

発限 日 52. 11. 22 53. 11. 20 54. 11. 1 3 55.11. 7 - 8 56. 11. 1 5 

移 F直 日 52.12.26 53. 12. 7 54. 1 1. 25 55.11. 25 56.12. 3 

五. イじ 日 53.12.14-12.24 54.12.6-12.15 55.12. 1 - 12. 9 56.12.5-12.26 

放流日 放尾 数流 放流日122放流日 I放尾 数流 放流日 放尾 流数 放流日 1:放流尾数
54.2.23 1，00千0尾 55.2.22 91千4尾 56.3. 6 45千6尾 57.2.23 45千0尾

黒 部川

54.3.14 590 55.3. 4 902 56.3. 8 444 57.3. 8 450 

総 尾数 1，590 1，816 900 900 

54.2. 6 662 55.2. 4 : 478 56.2.15 460 57.2.20 632 

53.3.15 1.333 54.3.12 193 55.3.11 446 56.2.21 382 57.3. 5 638 

片貝 111 
56.2.27 403 57.3.16 689 

56.3. 6 553 

総尾数 1，333 855 2，924 1，798 1，959 

布施川 53.2.15 : 800 

放流総尾数 2，133 2，445 740 2，698 2，859 
L一一一一一一
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(2) 昭和56年度のさけ飼育結果

表 2 昭和 56年度さけ飼育結果

項 1一一一一一一きと群 千歳(早月ふ化場) 千歳(黒部川ふ化場)

妻リ 着 年 月 日 56. 1 2. 3 56. 12. 3 

足又立. 入 数 量(千粒) 2，000 1，000 

受入積算温度( .C ) 394.2.C 394.2 'C 

飼

ふ

ふ，

浮

餌

標

標

J¥ 

し、

死

生

放

流

状

況

育 水 温( 'C 最高 12.5'C-最低 3.5'C 最高 13.1-最低 8.1 

化 開 始 月 日 56. 12. 5 56. 12. 10 

化 終 了 月 日 56. 12. 26 56. 12. 14 

上 開 始 月 日 57 1. 7 57 1. 4 

付 開 始 月 日 57. 1. 1 9 57. 1. 1 5 

識 数 量(尾) 200，889 10，000 

議 作 業 期 間 5 7. 2. 1 6 -3. 4 57. 2. 1 6 -3 4 (延9日間)

へい死卵数(粒) 1 8，000 10，000 

稚魚へい死数(尾) 72，000 89，000 

標識魚へい死数(尾) 1，440 1，000 

へい 死総計(尾) 9 1，4 40 100，000 

残 率( % ) 95.4 

回 次 1 2 3 計 1 2 計

月 日 57.2.20 57.3. 5 57.3.16 57.2.23 57.3. 8 

尾 メEL3 言十 631，900 638，500 689，049 1.959，449 450.000 450.000 

数
標 識 魚 49，900 49.500 100.049 199，449 50.000 50.000 r、、

千 無 標 識 魚 582.000 589.000 589.000 1.760.000 400.000 400.000 
尾
、"，/
標 識 部 位 鮪+左腹 絡+左腹 館十左胸 鮪 自白+右腹

平 均 体 重un 0.6 O. 8 1.2 0.66 1.02 

放流河川水温 ("C) 3. 6 6. 8 7.2 5. 8 6. 5 

(3) 稚魚の河川放流結果

北海道千歳系さけ，早期卵 300万粒を移入し，各ふ化場で飼育した結果，黒部川900千

尾，片貝JII1， 950千尾の稚魚の放流を行った。その内，標識魚の放流数は黒部川 90千尾，

片貝J11199千尾であった。

(4) 沿岸滞泳期の追跡結果

同 汀線域の滞泳期は 3月 19日-5月7日まで認められ 6月 10日では全く認められな

かった。魚体の大きさはF. L 3. 0 - 7. 4 crn (平均 4.0 cm )， B. W O. 2 -4. 5 9 (平均

O. 6 9 )であった。

げ) 沿岸域の定置網には4月 10-4月21日に集中入網し，魚体の大きさはF.L 4.4 -

-1 5ー
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　　　　9.9 a （平均7.0a），B.W0.8～9.0 y（平均3.3y）であった。

　　　（ｳ）沖合域（距岸３～１１岫）では４月２０日から６月３日まで採集されたがピークは４月　　　　

３０目～５月１４日で表面水温１７℃になった６月上旬では１尾のみであった。又，例年　　　　

に比べて魚体が小型でその大きさは，Ｆ．Ｌ ３．８～７．５，（平均5.3，），B, W 0. 5～　

　　　3.6 y（平均1.5y）であった。

　　　　ｏ　稚魚の胃内容物組成は

　　　　　汀線域　昆虫類　橋脚類　オキアミ

　　　　　沿岸域　橋脚類　端脚類　オキアミ

　　　　　沖合域　昆虫類　枝角頚　オキアミ

　　　　の順であった。兄摂餌率では，定置網で混獲されたものが他の漁法で採捕されたもの　　　　

に比べて低値を示した。これは前日に定置網に入って網の中で一夜過し摂餌が不十分で　　　　

あったためと考えられる。

2.　沿岸海域の環境条件の把握と解析

　巾　調査期間　昭和５６年２月～６月

　（2）調査回数　６回

　（3）調査水域　湾東部水域（魚津～黒部地先）２５点

　（4）調査項目　水乱塩分，プラソクトソ量

　　帥　水　温

　　　　表面水温は２月中旬から３月下旬までは６℃～１０℃で稚移し，２月中旬には，６℃～　　　

７℃と最低値を示した。　５月上旬より昇温期に入り６月上旬には河口附近を除くと16.9　　　

℃～19.2℃で１５℃を大きく上回った。　２５～３０ａ層は２月上旬～４月上旬まで9.4～　　　

10.8℃の小さい巾で推移し，５月上旬より昇温期に入り６月上旬に14.9～16.0 °cで

　　　１５℃附近に達した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　（ｲ）塩　分

　　　　表面の塩分については，３月下旬までは河口，汀線域は１５～２５‰低かん域，沖合域　　　

は３３‰と高かん域と平常なパターンを示したが，本年は豪雪により４月上旬以降は沖合　　　

（距岸１０加）水域まで河川水の影響を強く受け，５月上旬まで２０～２５‰の低かん水域　　　

となった。

　　吟）プラソクトソ

　　　　沿岸域（距岸１０知）のプラソクトン現存量は２月上旬～３月下旬6.3～27.3祠×10/ぜ　　　

と少なく，４月下旬～５月上旬すなわち稚魚の滞泳期～雛形期においては8 1.8～293.5　　　対×lo‾シぜと急激に増加し，例年と同傾向を示した。その種類は，橋脚篤枝角類，尾　　

　虫類の順であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１６－
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図2 稚魚の成長，分布，移動及び水温〈表層〉の経時変化

【調査結果印刷登載物】

昭和 56年度別枠研究 「湖河性さけ・ますの大量培養技術の開発に関する総合研究」

推進会議資料A，B 57. 2 農林水産技術会議事務局
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8.種　苗　生　産　試　験

飼育試験及び増養殖指導

若林　ｲ言一・土井捷三郎

【目　　的】

　　沿岸における漁業資源の増大を目標に，将来予測される魚種の種苗生産に関する基礎研究を行　

う。今年度においては，マダイ，ヒラメ，について，稚魚から採卵可能な親魚までの養成試験を　

実施する。

　　又，漁業者及び関係機関に対する各種増養殖，調査研究を行う。

【方　　法】

　1.養成試験

　　　　　４月～　５月　　屋内飼育池　ｌ～２０ぜコンクリート池使用　　　　　

６月～１０月　　屋外　ｘｚ　　　２～８５�　　　　　／ｚ

　　　　１１月～　１月　　屋内　･･　１～２０�　　　　･･

　　　餌料は，オキアミ，イカナゴ，イワシ類を使用。

　2.指　　導

　　　要請に基づき，現地又は当場にて実施した。

【試験結果の概要】

　1.養成試験

　　（1）マダイ，ヒラｊ：栽培漁業セソターで生産された人工種苗を飼育したが，57年１月30日，

　　海水取水パイプ破損のため，全尾へい死した。以下飼育結果の概要を表にして記す。

（マ　ダ　イ）

�測定年月日 �平均体長（㎝） �平均体重（ｙ） �測定尾数�総　　数 �備　　　考

�（５２～５４年度産）　　　　　　

55.12.29　　　　　　

55.6.5　　　　　　　

　10.16　　　　　　

57.1.30

（55年度産）　　　　　　

56.5.25　　　　　　　

　　9.7　　　　　　　　　

10.16　　　　　

　57.1.30 �　　　31.2（24.7

－ 40.8）　　　

　－　　　　

一　　　

36.7

（28.3 － 51,6）　　　10.8（

　8.0 － 13.2）　　　15.401.0

－ 18.0）　　　

　－　　　

19.4

（16.8 － 22.3） �　　703（300－1,300）　　　－　　　－

　1,100

（510 － 2,550）　　　－

　　　－　　　

－　　　

172

004－238） �　１７　－　－１７０　　　※１１８

　１６　

－　

４８ �２００１７７１７５１７０３０９　－　５３　４８�※56年５月25日標識　放池魚について瀧忿

-１只-
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(ヒラメ)

測定年月日 平均体長 (an) 平均体重 (9) 測定尾数 官ち 数 備 考

56. 6. 16 

( 54年度産) 35.4 506 9 9 

(34.0 -37.8) ( 430 - 600) 

( 55年度産@) 26.9 19 19 

( 24.6 -32.5 ) 

( 55年度産@) 21.0 30 30 

( 16.6 -24.7 ) 

9.21 

( 56年度産) 11.5 28t 180 ※ 56年 9月21日標識

( 7.3 -16.7 ) 放流魚Kついて測定

57. 1. 30 

( 54年度産) 38.9 699 8 8 

(36.5-43.6) ( 548 - 912) 

( 55年度産@) 39.2 759 19 19 

(36.4-44.3) ( 516 -1.200 ) 

( 55年度産@) 35.6 521 30 30 

( 31.1 -40. 0 ) (326- 668) 

( 56年度産) 25.0 176 52 159 

( 18. 5 -28. 9 ) ( 40- 286) 
'---一一

2 指導

月 日 対象者 内
~ 

生T

(1) 56年 8月10日 11日

(2) 56年 8月25日

県下市町水産担当者 ・クルマエピ放流指導

四方漁協 ・クルマエビ中間育成結果調査及

ひ。放流立合い

H マダイ生態調査

【目的】

マダイの生態を明らかにする

【方法】

栽培漁業センターで生産された人工種苗マダイ(1才魚)を標識放流した。追跡は漁業者から

の再捕に依った。

放流の概要と放流魚の体長組成は以下のとおりである。

標

糠
一
所

の
一
場

流
一
一
流

放
一

放 識 放流年月日

口一
H

R
d
 

q
L
 
月

F
h
1
υ
 

年cu 
p
b
 

ハノ入

型

号
一

番

カ

び
ン

及

ア

⑤
先地回経市津魚

nu 



尾 30 

数 円
N=  118 

AV=107.8mm 
% 、J

10 

80 100 120 140 

尾又長(mm ) 

放流魚の体長組成

【結果】

結果については，別途報告の予定である。

皿 ;骨川地区幼稚仔保育場造成予定海域潜水調査

【目的】

アワビを対象とした幼稚仔保育場を造成するため，その予定海域である滑川地先の海底状況を

潜水観察等により明らかにする。

【方法】

l 調査年月日 昭和56年6月17日

2. 調査方法

の調査地点の設定

調査船はやっきを用いて，陸上物標との測角法で 6定点を設置した。

@潜水調査

設定した6点のうち沖合3点と沿岸3点とを 10m間隔で印ししたロープで各々結び，そ

の線にそって潜水し，写真撮影及び目視を行った。

【結果の概要】

1. @地点を中心に投石回数が多いためか，石が重複し岩礁地帯状となっている。この状況は，

@地点になると，石の下に砂が見える程度まで減少する。

2 投石は，①~⑤聞の線から，25-30m付近まで帯状となるが，①~②聞ではテングサの

繁茂しない地帯がある。

3 ①~⑤聞は大きな石が少なく，かつテングサの繁茂も著しく少ない。

-20-



ｔ　ブロックとその周囲の砂の状況から，洗掘の危険性が考えられる。

5.アワビ，サザエ等が，テングサ繁茂地帯内及び縁辺で多く見られる。

6.ヒトデ，イトマキヒトデ，ベラ類，ナマコ，スズメダイが多い。その他ムラサキウュ，イシ　

ガュ，ギソポ類，カレイ類が見られる。

　※　結果については，昭和５６年６月２０日，水産漁港課に報告書を提出した。

潜水観察による海底の状況（概況）

③

●．

　　玉　石　地　帯

砂の被覆が増加する

ｊ●●●　　　

●

　●

④

①

●．

径３０～５０ｓの丸石　

（テングサなし）゜
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9.放流技術開発調査事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o土井捷三郎・若林　信一

【目　　　的】

　ヒラｙを対象に，健全種苗の量産技術開発，放流方法及び放流適地の求明，放流魚が多数生き残

り，さらに健全に育つための環境条件の解明，放流魚が成長して漁獲されるまでの過程の把握及び

漁業実態の把握を行‰

【方　　法】

　種苗生産，中間育成，種苗放流及び漁業実態に区分した。なお種苗生産は，富山県栽培漁業セン

ターが担当した。

　（1）中間育成

　　小型サイズ（２５ｎサイズ）の種苗を環境条件の異なった（コソクリート池，網イケス池，

　フミ餌料池，イカナゴ餌料池）状況で飼育した。

（2）種苗放流

　　２０ｕサイズ，５０ｎサイズの種苗を，放流して追跡した。

　　８０ｕサイズの種苗に，標識を装着して放流し，追跡した。

（3）漁業実態

　　主要市場での標本測定，漁業日誌及び漁獲統計資料を解析した。

【結果の要約】

　（1）中間育成

　　敷砂池で，良好な成育状況，高歩留状況が観察された。

　　アミ単一餌料では，５０ｕサイズ以上の飼育は困難であった。

　（2）種苗放流

　　２０ｎサイズ及び５０ｕサイズの直接放流と追跡を行ったが，２０ｕサイズは，放流よく日　

からまったく追跡出来なかった。

　　県内３ケ所，５,５１７尾標識放流し，５６年１２月末現在で再捕率は1.0％である。また55　

年度放流群のうち，滑川放流群は，越年後７月を中心に集中再捕があり，延2.9侈の再捕があ　

った。

　（3）漁業実態

　　昭和５５年４月から昭和５６年３月までの推定漁獲尾数は，4 3.7万尾であった。

【調査結果登載印刷物】

　昭和５６年度放流技術開発調査事業報告書（ヒラノ（班）（昭和５７年３月）
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10.水産加工技術試験

一一一一ドスイカの利用について一一一一

川崎賢一

【研究の背景】

ドスイカ BerryteuthismagisterCBERRY)は，日本海及び北西太平洋(三陸沖以北)にかけ

水深 30 0 m以深に多量に分布する深海性のイカで，分類学上の位置は次の通りである。

頭足綱CEPHALOPODA 二鱈亜綱COLEOIDEA(DIBRANCHIA)

テカギイカ科Conatidaeードスイカ属Berryteuthisードスイカ Berryteuthismagister 

(BERRY) 

形態的にみると外套長22 cm程度のスルメイカ型のイカで，外套膜は柔かく，中ほどはやや膨

らんで，鰭は大きい菱形をしている。表皮(うす皮)は，はがれやすく，色素は薄い赤茶色をお

び，はげたようにまだらを呈しており，外観はいちじるしくみにくい姿をしている。

奥谷によれば， ドスイカは深海トロールに混獲されること，叉，鯨類の餌として重要な資源で

あると報告しており，叉佐藤等は，北西太平洋のギンザケの餌生物の研究から 6-7月期にかけ

てのギンザケの餌料はドスイカのYoungが卓越していると報告してし、る。

一方，日本海においてもオントセイの胃の内容物調査から，スケトウダラとドスイカが主要な

餌で胃内容物の 75%を占めたと報告されている。

叉，尾形等は日本海の生物相と生物生産力研究の中で日本海においては深海動物群集がなく，

代替として沿岸底棲種が分布範囲を深層に拡大しているのが特徴であること，このため 500-

60 0 m以深分布では，種が非常に少なく，特定種の優占度はあまり顕著ではないが， ドスイカ，

コンニャクウオ属，ペニスワイが見られるにすぎないと報告している。

このように日本海中層水塊内生物群集の中では数少ない卓越種のひとつとして注目されること，

北太平洋においても膨大な資源量をもっ種族であること等から潜在資源として将来の開発が期待

できると考えられる。

日本海においては，底曳網の混獲物として古くから獲られてはいるが.漁法の確立がなされて

ないため大量に水揚げされないことや，みにくい外観のためほとんどが食用に供されない等，資

源での有望性とはうらはらに，利用加工の面でこれからの大きな諜題をかかえている。

このような有望な資源量を持つドスイカは生物学的にも未知であるばかりでなく，生化学的，

食品学的にも不明な点が多L、，このためドスイカの利用加工を確立する上での基礎的な研究の必

要性から，食品学的特性について特に脂質の面において検討した。

【結果の概要】

1 日本海及び北西太平洋に広く分布し，潜在資源、として期待できるドスイカについて一般化学

成分及び，その脂質の性状について検討した。

2. ドスイカ胴肉の一般化学成分は，他の有用イカに比べて水分が 1-4%も多しこれに反し

-2 3 



組蛋白は2-5%も少なかった。

3 ドスイカ胴肉及び肝臓の脂質含量は，胴肉で1.1 %.肝臓で22.4%であった。

4 胴肉及び肝臓脂質の中に，他の有用イカではほとんど含まれないか，含まれてもわずかであ
※ 

るDAGEが認められ，特に肝臓脂質の主成分となっていた。

5. D AG Eについては，毒性は少ないとされているが大量の摂取の場合検討を要するといわれ

ていることから考えて， ドスイカ肝臓については食品として使用するには問題があると考えら

れる。

しかし，胴肉では脂質含量も少ない上DAGEも少量であることから食品的には問題はない

と考えられる。 ※DAGE'"・・・・・・ジアシノレグリセリルエーテル

【試験結果登載印刷物】

水産物の利用に関する共同研究(第22集，第28回，日本海水産物利用担当者会議報告)

(昭和56年10月) pp 1-7 
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11.富山湾水質環境調査

浜黒崎地先における河川水の拡散について

　　　　　　　　　　　　　　　　若林　　洋・川崎　賢一

【目　　　的】

　　富山市浜黒崎地先における沿岸小河川の拡散現況を把握することを目的とする。

【方　　法】

　（1）調査実施日　

（2）調　　査　　点　

（3）調　査　方　法

（4）調査項目及び測定・分析方法　　　　　　　　

○水温・塩分

　　　　　　　　ＯＣＯＤ

【調査結果の要約】　

（1）水温について

０１９

ＯＪＤ

０１Ｓ　

ＩＯ

昭和５６年６月４日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

富山市浜黒崎地先の２４点　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

各点てＳ－Ｔ．･（－タを用い，表層（Om）1，2，3，4，5 771　　1層の水温・塩分を測定した。同時に表層水を棟木し，持ち帰

　　｜

ってＣＯＤ測定を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

ＥＬＥＣＴＲＯＮＩＣ　ＳＷＩＴＣＨＧＥＡＲ社製Ｓ－Ｔｊ･－タによる。

水質汚濁調査指針（アルカリ法・１００℃・２０分）による。

沿岸よりの点では表層から成層をなしたが，沖側の点では表層が１ｍ層

０１１

０１］

○ヌ

０ど

図　現地調査地点図

Ｃ５

０４

　　　　　　　　　　よりやや低目を示した。

（2）塩分について　　表層及びｌｍ層では，

　　　　　　　　　　沿岸小河川の影響がや　　　　　　　　　　

や見られた。またｌｍ　　　　　　　　　

　層及び２ｍ層では，沿　　　　　　　　　　

岸側が低塩分，沖の方　　　　　　　　　

　へ行くにしたがって高　　　　　　　　　　

塩分となる傾向が顕著　　　　　　　　　

　であった。更に３ｍ層　　　　　　　　　　

以深では，３２‰以上　　　　　　　　　

　の塩分を示した。

（3）CODについて　　沿岸小河川からのCOD　　　　　　　　　　

物質の拡散は，沿岸か　　　　　　　　　

　ら数回771までの範囲で　　　　　　　　　　

あり，これが沿岸小河　　　　　　　　　

　川からの河川水の拡散

||
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域を示すと考えられた。

以上のことなどから，この海域では神通川の河川水の影響(流量 ・砿散域がはるかに大きい)

を強く受けるため沿岸の小河川の影響は明確ではなかったが，せいぜい沿岸から数百m.水深1

m 以浅の範囲に限定されると考えられた。

E 黒部川上流硫黄沢左岸大崩壊に伴う濁水流出状況調査

川崎賢一

【目的】

昭和55年 5月28日，黒部川左岸硫黄沢において大規模な山崩れが発生し，濁水が黒部川本

支流等の河JIIから約1ヶ月に渡って富山湾に流入した。

このため，この潟水の拡散状況，泥土の堆積状況等の影響を把握するのを目的としてE植を行った。

【方法】

(I)調査実施日

(2) 調査点

(3) 調査方法

(4) 調査項目及び測定・分析方法

O濁度

O塩分

OpH 

昭和 55年6月5・17日，同年 10月2・3目

黒部川以東濁水汚渇海域

各点をレーダーによって位置を測定し，表層から 1mごと13mま

で採水し持ち帰って潟度測定した。なお合せて，塩分. PH.水

色も測定した。また，海底泥の採取も行い，粒度. IL. COD. 

T-SC全硫化物)測定を行った。

日本精密光学社製積分球式満度計SEP-SP-201型による。

オートラプ社製サリノメータによる。

目立・職場社製PHメータによる。

O水色 フォーレルの水

色計による。

o IL， COD. T~ S 水質汚渇調査指

計の方法による。

【調査結果の要約】

図濁水砿散範毘

黒部川上流硫黄沢左岸大崩壊によっ

て，黒部川本支流等からの潟水の海面

への流出は，拡散域を黒部川前面から

宮崎燈台付近まであった。叉，沖側へ

の拡がりは吉原沖で陸岸より 2海里に

も及んだ。
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泥の堆積は，芦崎沖で約 3cm. 吉原沖でlcmの層をなしていたが，泊沖ではその影響は見られ

なかった。

漁業への影響は，吉原地区のテングサ漁業に対し現われたが，他漁業に対しては，確かな判別

は出来なかった。

1II骨川地先海域水質測定調査

萩原祥信・川崎賢一・若林洋

【目的】

滑川市の美しい環境を保全するため，滑川地先海域の水質を調査する。

【調査海域及び調査方法】

高塚地先

Fノ

/1 

【測定回数】

2 0 0 m 

5 0 0 m 

1，0 0 0 m 

3ケ所|

ト計 7ケ所

1ケ所 | 

年4回 5月 8月 11月 2月

【測定項目】

O天候(風向，風力，波浪，ウネリ)

O水質(水温，水色，塩分，透明度. pH. DO. COD) 

Oその他の重金度等の分析は他の機関に委託

【調査方法】

各調査定点で 0， 2 m層の採水を行い，現場測定及び測定できないものは，当場に持ち帰り分

析した。

-測定地点

図 水質測定定点図

2 7 



12.赤潮等対策調査

若林 洋

【目的】

湾内の赤潮発生による水質汚濁状況及び赤潮プランクトンを臨時調査し，発生情報として，漁

業者及び関係機関に通報する。

【調査実施状況と結果の概要】

今年度の当水試で確認した赤潮発生回数は 5回で，発生延日数は31日間て*あった。赤潮構成生

物は，例年どおり珪藻類の(Skeμtone71回 costat肌 . Chaetoceros spp.)が優先種となったが，

従来，優先種として見られなかった種類のものが観察された。

ひとつは，珪藻の仲間ではあるが 5月5日から 7日まで吉原沖から宮崎沖にかけて見られた

Thatassios志向鵬向による海面緑変現象である。

もう一つは 7月6日から 9月まで滑川市地先で、観測された繊毛虫赤潮で・ある。これは，魚津

市地先から富山市水橋地先にかけて珪藻類(Skeμtonema∞'stat肌 Chaetocerosspp.)を主体とし

た赤潮海域が広がり，そのほぼ中心域に Mesodiniumという紋毛虫が赤潮を構成したものである。

このように，昭和 56年に例年と異なる生物が優先種となる赤潮現象が見られた原因について

は今のところ解らないが，非常に興味深い。

これが，豪雪に見舞われた昭和56年 1年限りの現象なのか，あるいは今後の富山湾の赤潮生

物の変化につながるのかとL、う問題も含めて調査研究を進め，更に監視を強化しなけれ』まならなし、。

表 昭和56年度赤潮発生状況と赤潮生物

発生期間 水温ぐ'C) PH 生 物 濃 度

1 5月5日~ 1 2.0 Thatαsstostrα 71IIJ.ta. 
8. 3 

5月7日 1 2. 0 

2 7月6日~ 2 1. 2 8. 3 Chαetoceros spP. 9.0XI0
3 
-5.0xI0

3 

7月 19日 Sketetonema costαtum. 1.0XI0
4
ー 7.6X103 

2 3. 1 8. 5 Mesoqiniuni 3.0 x 103 

3 7月16日~ 2 5.0 8. 4 Chαetoceros spp. 1. 0 x 1 0
3 
- 8.0 x 1 03 

8月 3日 28.4 8. 7 Sketetonema costαt山花ー 3.0xI0
3 
-1.8XI04 

4 9月8日~ 2 O. 5 8.3 Chαetoceros spp. 2.2Xl 03 -1.4xl 0
4 

9月10日 2 3.8 8.4 Sketeton~ costatwn. 4.0xI0
3 -9.2XI0

3 

5 9月24日~ 8. 2 Chαetoceros spp. 

9月25日 8. 5 Sketeto1同国 costa如m.
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12345678910111213141516171819202122232425262728293031 

発生期間 ‘ 
令

5 

月
発生海域 吉原沖~宮崎沖

赤潮生物 Thalassiosi γα matα 

6 
発生期間

月
発生海域

赤潮生物

発生期間 ‘ 
， 

7 

月
発生海域 富e山~行tS 水0O7f境beum地zaz 先zgc花~os 魚ta津t市地先 富山市浜黒崎地先~魚津市地先
赤潮生物 Ske7:iionema --costatum Chaetoceros spp.Sketetonema costatum Chaet即 'eTOS spp 

8 
発生期間

月
発生海域

赤潮生物

発生期間 ‘一一一ーーー+ ‘一ーー一ー今
9 
発生海域 新湊市地先~富山市岩瀬地先 k滑e川d市地先~魚津市地先
月 Skeletonema costαtum 
赤潮生物 Sketetonema costa.tw匁 Chαetoceros spp Chae t oceros spp 

10 
発生期間

月
発生海域

赤潮生物

11 
発生期間

月
発生海域

赤潮生物

図-1 昭和 56年赤潮発生状況

多Z多
朝日

入善

図-2 昭和56年に発生した赤潮の重複分布状況

【調査結果登載印刷物】

昭和56年度漁業公害調査指導事業調査報告書(昭和 年 月)
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13.魚病対策指導事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　崎　統　五

　　　　Ｉ　魚　病　対　策

　昭和５６年４月１日から昭和５７年３月３１日までの間に，富山県水産試験場で行われた魚病診

断は計３７件であった。その内訳を表１に示した。

　表１

動　　　物 �年　令 �症状及び病名 �原　　　因 �件　数 �備　　考

ニ　ジマス �１年３ケ月　　６ケ月�ヘキサミタ症IHN（伝染性造血器え死症）�j7gJ－zZ紬･�ａ吋ｇタの腸管寄生ＩＨＮウィルス感染�１１

����小計　２

イ　　ヮ　ナ �　　６ケ月１年６ケ月　　６ケ月　

　６ケ月

１年８ケ月

１年９ケ月　　

９ケ月　　

２ケ月　　

２ケ月　　

４ケ月 �コスティア症細菌性エラ病生長不良セッソウ病ガス病卵ノウ水腫症　（仮称）ヒレ白濁え死症　（仮称）�Ｃ回ねａ属の原虫の鯨寄生粘液細菌の鯨感染　　不　　　明jer∂瓜θ7Mz夕　･αZ77z4m£ct＆z　感　染水中に高圧の空気が混入したため　

　不　　　明　　

不　　　明 �１２１３１１１�OxsorlnlCacid耐性菌出現

����小計10

ヤ　マ　メ �　　７ケ月　　９ケ月　

　９ケ月

１年３ケ月 �緩慢に遊泳し死に至る細菌性質蔵病（ＢＫＤ）眼球九死を起し，死に至るやせて死に至る�　　不　　　明Ｃθｱy7Mja7£gγMza属の細菌感染　　不　　　明栄養障害と推定�１１１１

����小計　４

３０－



動　　　物 �年　令 �症状及び病名 �原　　　因 �件　数 �備　　考

サ　　　　ケ �１ケ月２ケ月２ケ月�細菌性エラ病ヒレ白濁え死病　（仮称）�粘液細菌の鰹感染　　不　　明�２１

����小計　３

ア　　　　ユ �２ケ月２ケ月�大量艶死水カビ病 �　　不　　明釦戸aZリ肩α属カビ寄生�１１

����小計　２

イｐゴイ �不　明２ケ月 �艶　　死ミクソボルス症�栄養障害と推定麗Ｆ一心回属粘液胞子虫の鯨感染�１１

����小計　２

マ　ダ　イ �４年３年 �ガス病及び腸管，卵巣に寄生虫症を合併�水中に高圧の空気が混入したため�２

����小計　２

ﾉゝ　マ　　チ �　２年９ケ月�ガス病艶　　死 �水中に高圧の空気が混入したため　　不　　明�１１

����小計　２

ス　ッ　ポ　ン �　１０ケ月　　５ケ月１年５ケ月　　２ケ月１年５ケ月１年６ケ月

　　４ケ月　　

２ケ月　　

　２年

２年７ケ月 �水泡症（仮称）皮ふ炎皮ふ炎貧血及び血液像異常大量艶死ムコール症腫瘍様病変を伴う艶死�　　不　　明　　不　　明滑走細菌の表皮感染　　不　

　明　　

不　　明

μ柘cθΓ属ガビの表皮

感染　　

不　　明 �２２１１２１１

����小計10

合計　37件

３１－
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E 富山県のスッポン TηonyxS'Lne即日の養殖-ll

【はじめに】

昨年に引き続き，スッポンの無加温飼育を継続した結果. 1981年秋には，約半数が 500タ以

上の商品サイズとなり. 1982年秋には全個体が， 60 0 ~以上に達したので，その詳細を報告す

る。

【材料及び方法】

l 供試亀 1980年から 1981年にかけて，当水試の池で越冬した雄4頭(最大440~，最小

2 7 5~，平均 367.5~) と雌 16 頭(最大 41 O~，最小 170 g.， 平均 273.8~)

を用いた。

2. 飼育池:前報に同じ

3 飼育 1981年6月-10月. 1982年6月-10月の間，養鰻用配合餌料 2%W/BW 

を水で、練って調整し 1日1回与えた。摂餌状況を見ながら量をコントロールした。

1981年 10月-1982年5月の冬期間は，雄と雌を分け，各々 1トンパンライト

水槽の底に砂を約 10仰の厚さに敷き，水を満たして屋内に収容した。

4 体重測定 1981年5月と 10月及び1982年5月と 10月に全個体を取り..J:yfて，体重損症を行った。

【結果】

1980年から 1982年までの飼育試験結果を図1に示した。

1981年夏期に雄1頭と雌 3頭が発死したが，同年10月までに雄の平均体重が367.5 ~から

84 1.7~へ (229%) ，雌が 27 3.8 ~から 5 18.5 ~へ (189%) ，総平均 29 2.5 ~から 57 9.1 ~ 

へ(198%)増加した。また 16 頭中 9 頭が商品サイズとなる 500~を突仮した。

1981年から 1982年の越冬中は， 全く発死が見られず，体重減少もほとんど無かった。

1982年 5月-10月の平均体重増加は，雄が 150%で1，230~となり，雌が 166%で 884.6

1 総平均は 159%で930.7 ~となり，全ての個体は 50 O~.以上となった。この聞に雌一頭が産

卵したが不受精で、あった。この年は，摂餌の低下が見られた。

【考察】

1. 成長について
2) 
石崎は，静岡県で無加温で温室飼育を試みた結果，生後3年目の夏期に約 400%の成長があ

ると報告している。

今回の試験の結果 2年目 175%， 3年目 198%，4年目 159%と，同様な傾向を見せた

が 3年目の生長は，石崎の結果に比べ，著しく劣った。これは，温室を用いなかったこと，

投餌量のコントロールミス，飼育密度の違い等によるものと思われる。

2 発死状況について
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1980年 10月から 1981年 10月までの発死率が高かった。(雄37.5%，雌27.8%)この

内，半数が冬眠中に，残りの半数が夏期に発死している。この理由には，以下の 2点が考えら

れる。

(I) 1981 年1 月 ~2 月にかけて，豪雪があり，低温の日が続いたため，大きなストレスがあ

った事。

(2) 雄雌ともに生殖巣が発達し始める時期に一致しており，内分泌系のバランスが変化してい

た事。

【参考文献1

1)富山県のスッポンの養殖，昭和55年度富山県水産試験場年報， 1983， 富山水試

2) 石崎 昭二:スッポン養殖入門，養殖 Vol. 14-5 -14-8， 1977，緑書房

(個体数単位 1) 

1982年10月

1982年 5月

1981年10月

1981年 5月

1980年10月

r:n I FI I r=l=ナ下手にと←圃→→

「寸雌

・・雄

円~.. . ... .....冬眠

- ーー lo0oi 

白「二→
l冬眠

(雌雄不明)
←→一一 . . . . ， ト-iI I I I I I I I ト→

1980年 7月

1980年明
民日(雌不明)

一←一←←→一I-+-t-→ー←1→ー←→一←「←十→ー←r-+-→
250 450 650 850 1050 1250 (体重 g ) 

図1 スッポンの体重推移
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14.温排水利用養魚技術試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　崎　統　五

【目　　　的】

　　富出訴港火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため，前年度に引き続き，北陸電　

力㈱，富山共同火力㈱と共同研究を行う。

【方　　法】

　　第８回温排水利用委員会（昭和５６年７月２７日）で承認された研究計画に基づき，富山新港　

火力発電所内の温排水利用水産研究セソターにおいて実施する。

【試験結果の概要】

　1.温排水飼育池の平均水温は，４月14.9℃，8月2 6.3℃，3月15.1℃であり，昨年と同様　　やや低温であった。

　2.クルマエビ中間育成は，第１回６月１６日５０,０００尾（13.5u，0.016幻　を飼育した結　　

果，７月３０日２０,０００尾（41.5n，0.44？）を，又，第２回８月１０日１ ００,０００尾

　　（15.5u，0.015y）を飼育した結果，８月２２日７０,０００尾（23.0n，o.Q6y）をそれぞ　　

れ堀岡地先に放流した。

　　　クルマエビ通年育成は，８月２２日より開始し，２ ３ｕ，０．０６ｙ，５,０００尾を２１５日間飼　　育し，１ｏｏｕ，８．０ｙまで生長を見たが，歩留りは２ｏ侈であった。

　3.　マダイ親魚育成については，４月上旬に水質悪化に起因すると思われる大量艶死が起きたた　　

め，新たに親魚候補として，３ ８ａ，１,１７０ｙのマダイ７０尾を入れて育成をはじめた。艶死　　をまぬがれた親魚２５尾を用いて５月１６日～２５日までの間に３５万粒の卵を得た。

　　　マダイ稚魚２００尾を５月８日から育成試験を行ったが，６ケ月後に全滅した。再度１２月　　

２日に１００尾を受け入れ，育成中である。

　4.ヒラ･リ）通年育成試験として，１才魚５０尾（２１ａ，１ １４ｙ ）とＯ才魚３００尾（１２．５ａ，

　　２８ｙ）を用いて育成したところ，１才魚は２月までに４２回，８３ｏｙまで，０才魚は４月ま　　

でに２ ８ａ，３００ｙまで生長した。適水温は１５～２５℃だった。

　5.　クロダイの通年育成試験として３才魚１００尾（２４．７ａ，２５０ｙ）を４月から翌年３月まで　　

育成したところ，２７．５ａ。 ４７ｏｙまで生長し，歩留りは６８脊であった。

　6.イシダイの通年育成試験として３才魚ｌｏｏ尾（22.5回，２２６ｙ）を４月から翌年３月まで　　

育成したところ，３ ２ａ，７ｏｏｙまで生長し，歩留りは９ｏ俤であった。

　7.　ハマチの通年育成試験として，１才魚３５尾（４８ａ，８８ｏｇ）を２月から飼育したところ，

　　翌年３月までに７ １ａ，５,０ｏｏｙまで生長し，８ｏ必の歩留りであった。

　　　ハマチの中間育成試験として，９月に３０ｏ尾（３３ａ，４０ｏｙ）を飼育し始めたが，網ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー３４－



レのた嗣乙大量に発死したので， 1 0月に 100尾(3 9 cm， 8 1 0 li' ) を追加して飼育したとこ

ろ，翌年3月に 42.5 cm， 1.0 2 0 li'のハマチが得られた。

8 その他8月 9月に天然のイシダイ 100尾(8 cm， 3 2li' ) ，クロダイ 100尾(6 cm， 12 

タ). ソイ 50尾(6 cm. 1 5li')のO才魚を採集して育成試験を行ったところ，翌年3月まで

に，イシダイは 19.5 cm， 1 60 li' ，歩留り 100，%，クロダイ 16cm， 100 li'歩留り60，%， J 

イ 19.2 cm， 1 5 7 li' ，歩留り 92，%を得た。
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15.ベニズワイの鮮度保持に 関する研究訓告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村　明・川崎賢一・宮崎統五

【目　　　的】

　　日本海におけるべにずわい漁業の動向を把握し，産地から消費者までの流通経路における鮮度　

変質調査を行い，ベニズワイに関する鮮度保持からみた流通にかかおる問題点を摘出しようとす　

るものである。

　　なお，当研究調査は，指定調査研究総合助成事業として昭和５５年度～５６年度の２ケ年計画　

で実施したものである。

【方法及ぴ実施状況】

　1.　漁業実態資料収集調査

　　　農林水産省統計情報部が発行する各種統計には，ベニズヮイが指定されていないので，行政　　

（水産漁港課），富山統計情報事務所及び聞き取りにより，漁獲量，漁船散，流通実態等を収　　

集した。

　2.　路上姿売り実態調査

　　　昭和５６年１１月１９日に国道８号線における路上姿売り店を確認する聞き取り調査を実施　　

した。

　3.食品衛生検査（昭和５５年度一鮮度変質調査）

　　　一般に姿売りされているベニズヮイについて，食中毒にかかるビブリオ属を主とした病原細　　

菌と合せて，刄αに叩肩ｈ･属及び偏性気性菌の汚染状況を明らかにする試験を１１月に，新潟　　

県寺泊,能生,糸魚川及び富山県宮崎で購入したベニズヮイについて実施した。

　4.腐敗試験

　　　ベニズヮイの実質的に腐敗に至るまでの時間を明らかにするため，２月に滑川漁港で購入し　　

たベニズヮイについて，PH，水分量，ＶＢ－Ｎ，生菌数の実験を常温（２２℃）と冷蔵庫内　　

（５℃）の貯蔵条件で実施した。

【調査結果の概要】

　1.　　日本海におけるベニズワイ漁獲量は，昭和５３年３万７千トン，５４年３万５干トソと１０　　

年前に比べ約４倍に急増している。それは西部海域における大型船の漁獲努力量の増大と対応　　

している。

　2.　　日本海におけるべほずわいかごなわ漁業の操条規数は近年150隻前後で増減はないが，漁場　　

の拡大と，総かご数の増加が著しいので，資源水準は低下している。

　3.ベニズワイという漁業資源を評価するとき，漁業の許可という点から出発し，カニ類統計で　　

第１位（推定）を占める本種の特異な生態を併せた保護規制が必要である。

　4.　富山県における水産物の需給は，県内産22.1脊，県外産77.1侈，自給又は市場外流通0.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－36－



　侈となっており，本県は県外移存型となっている。

5.　　日本海におけるベニズワイ漁獲量３万５千トソのうち，富山県では県内産１千５百トソ，県　

外産５干トソ，計６千５百トソが消費されている。そして県外産は，北部海域から３千自トソ　

となっている。また，境，忠霊，香住の大水禍港の出荷先は大手会社のそうざい品が中心にな　

っている。

6.北陸におけるベニズワイの路上姿売りは，能生漁港付近が中心で，長野はじめ近県旅行客に　

より消費されている。

7.　ベニズワイの鮮度変質をｐＨ，水分量，ＶＢ－Ｎ，Ｋ値，生菌数で見る限り，現在の流通経路　

で消費されるまでには問題はなかった。（ただ，今回の試料の分析結果と以前の文献データと　

比較して水分が多く，資質の低下が指摘された。）

8.　食品衛生検査では，過去に報告のあるｈ扮り属を主とした病原細菌と刄９ａ？ん乙Z回属及び　

個性謙気性菌の汚染状況について調べたが，食品としての特別な考慮すべきものは検出されな　

かった。しかし，放置経過日数が限界をこえると一部の細菌が検出されたが，上記のものと異　

っており，加工保存上の衛生管理の重要性が指摘される。

9、　腐敗試験についてはpH，水分量，ＶＢ－Ｎ，生菌数を経過日数別に追示し，生ガュの場合は　

－２～３°ｃの氷水貯蔵で４～６日間，十1.5～2.5℃の氷水貯蔵で２～３日間，１９～２０℃で数　

時間が貯蔵の限界と考えられた。蔀ガェの場合は，5°C貯蔵で４～５日間，２ ２°ｃで１日間が　商品として流通可能な鮮度が保てる限界であると考えられた。

【調査結果登載印刷物】

　　昭和５５～５６年度　指定調査研究総合助成事業報告書（昭和５７年３月）
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16.他邦稚仔量調査委託事業

　　　　　　　　　　佐藤　　学・内山　　勇
【目　　　的】

　　日本海における多獲性浮魚類（アジ・サパ・イヮシ類等）の卵椎仔の分布に関する情報を定期　

的に把握し，資源変動を予測するための基礎資料を得る。また，日本海スルｙイカの冬季発生群　

を対象として，卵稚仔分布調査を実施し，その産卵生態及び稚仔の分布状況等を明らかにし，併　

せて資源変動に係る基礎資料を収集しようとするものである。

【方　　法】

　　水産庁の定める「卵稚仔・魚群分布精密調査指針」にもとづき実施した。

【実施状況】

　（1）基本調査

調査年月日 �調査員 �観　測　項　目 �使用船舶�備　　　考

５６．４．１～　４．３５

６．５．６～　５．７５６．６、８～　６．１０５６．９．９～　９．１１５６．１

０．６～１０．８５６．１１．４～１１．６�浦　本　巳之重岡　本　勇　次内　山

　　　勇

今　村　　　明

若　林　信　一

同　本　勇　次

佐　藤　　　学

岡　本　勇　次

若　林　信　一 �水温，塩分，プラソクトソ　　同　　　　　　　上　　同

　　　　　　上　　

同　　　　　　上　　

同　　　　　　上　　

同　　　　　　　上 �立山丸岡　　上同　

　上

間　　上

間　　上

同　　上�二ーク線２６点漁海況と同時　同　　　上　同　

　　上

二ーク線２０点

漁海況と同時　

同　　　上　

同　　　上

（2）特定調査

調査年月日 �調査員 �観　測　項　目 �使用船舶�備　　　考

56.12.14～12.17

56.3.8～　3.11 �佐藤　　学岡本勇次�水温，塩分，プランクトソ　　同　　　　　　上�立山丸同　　上�ＮＯＲＰＡＣ２７点80悶RN　27点ＮＯＲＰＡＣ２７点８０９ＲＮ　２７点

【調査結果の概要】

　１）基本調査で採集した卵稚仔の月別の出現個体数は以下のとおりであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－３８－



卵稚仔月別・魚種別出現個体数

崩~~犬
��４ �５ �６ �９ �１０ �１１

マ　イ　ワ　シ �卵稚仔�２０００ �１０　１ �６８２８ �００ �００ �００

カ　タ　ク　チ

イ　　ヮ　　シ �卵椎仔 ��８０ �１

８１　１５�２４ �１２ �００

スルメイカ �卵椎仔�－０ �－０ �一〇 �－５ �－７ �－２

ホタルイカ

モドキ科 �卵椎仔�８０ �２８　１ �３２　３ �１７４２ �３３ �０１

キュウリＪ乙ソ �卵椎仔�２０ �１０　３ �３５１０ �５８　６ �１６　６ �７２

そ　の　他 �卵稚仔�１０ �３５１１ �６３２２ �－１ �一一 �一一

備　　　　考 ��二ーク線　２６点�同　左 �同　左 �二ーク線　２０点�同　左 �同　左

ｘ　マアジ，マサバ，ウルメイワシは出現せず。

２）特定調査による採集標本は，日本海区水産研究所あて送付し，同所で固定し，計測されてい　

る。

【調査結果登載印刷物】

　　「昭和５６年度卵稚仔魚群分布精密調査結果」日水研編
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17.地域性重要水産資源管理技術開発総合研究

今村明・岡本勇次・内山勇

【目的】

日本海中部沿岸域における重要水産資源の管理技術を開発するため，タチウオ資源を対象とし，

その資源の診断と漁業管理技術の開発を目的とする。

なお，当研究は水産庁研究開発促進事業の指定をうけ，昭和56年度より 5ヶ年計画で日本海

区水産研究所(資源と環境)，西海区水産研究所(耳石)及び近畿大学(経営)の協力を得て，

京都から新潟各水試の共同研究として実施しているものである。

【実施状況】

1. 漁獲統計調査

富山県におけるタチウオ漁獲量について，累年統計を整理し，加工した。また，タチウオ漁

に関する漁具・漁法について聞き取り調査により取りまとめた。

2. 漁獲試験及び標識放流調査

調査船はやっき(19.9トン)による曳縄釣及び延縄，黒部の延縄漁船(3.5トン)及び，岩瀬

の一本釣漁船(2.5トン)でそれぞれ漁獲試験を実施し，漁獲物のうち活力あるタチウオはアン

カー型タグガンにより標識放流を実施した。

3. 生物調査

富山湾沿岸部における定置網，曳縄釣，延縄，一本釣漁業等で漁獲されたタチウオをサンプ

リングし，魚体測定に供した。測定は，全長，紅門前長，体重，内臓除去重量，頭長，性別，

熟度，胴周，生殖腺長，生殖腺重量を計測した。耳石は，西水研花沸j靖子氏に送付し，年齢査

定を依頼した。また胃内容物は，可能な限り種類を判別した。

【調査結果の概要 1

1 漁獲統計調査では，富山県のタチウオ漁獲量は年平均漁獲量94トン，盛漁期が 7月前後で

価格は夏季が高いことが判明した。また，小型漁船のタチウオ漁は，延縄漁業(黒部地区)と

一本釣漁業(岩瀬地区)が中心である。

2 漁獲試験及び標識放流調査は，調査船はやっきでは，曳縄釣のべ8日間で 13尾の漁獲，延縄

のベ 8日間で 20尾の漁獲があり， うち 4尾を標識放流した。黒部の延縄漁船では，のベ 6日

間で 359尾漁獲し， うち 237尾を標識放流した。また岩瀬の一本釣漁船では，のベ6日間で

8 7尾漁獲し， うち 61尾を放流した。これらの結果，漁獲試験による魚群分布密度，漁獲組

成についての考察は次年度にもちこまれたu 一方，標識放流は， 302尾放流に対して再捕尾

数が4尾で，再捕率が 1%にとどまり，論議の対象になり得なかった。したがって，タグ装着

方法，タチクオの活力等が今後の課題として残った。

3. 生物調査では，次のようなことを推定した。

-40-



@ 富山湾沿岸部におけるタチウオは，JlI門前長組成の連続性，各部比成長式の相関係数及び

耳石の輸出現時期等からみて，単一の系統群に属していると推定した。

@ 富山湾沿岸部で漁獲されるタチウオの生物学的最小形は雄で 250mm，雌で200聞と推定

した0

0 富山湾沿岸部におけるタチウオの産卵期は，生殖腺重量指数の月変化からみて 7-9月，

その盛期は7月と推定されるが，食性をはじめフィールドにおける傍証が必要である。

@ 富山湾沿岸部で漁獲されるタチウオの雄の大型魚(庇門前長250棚以上)は 8月以降

その数が極端に少なくなった。

@ 富山湾沿岸部で漁獲されるタチウオの漁業への加入時期は9月と推定された。また，その

年齢は無輸のうちであり，しかも 1輪目形成のかなり以前であると思われた。

4 当研究の今後の問題点としては，資源管理技術開発にかかる理論的モデルの確立が急である。

【調査結果登載印刷物】

昭和56年度研究開発促進事業報告書(地域性重要水産資源管理技術開発総合研究ータチウオ)

(昭和57年 3月)
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18.富山湾生物資源の生産能力と海洋環境調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ奈倉　昇・萩原祥信・若林信一

【目　　　的】

　　富山湾の海洋生産力のしくみを低次生産とモれを餌料基礎として利用する高次生産物との関連　

において明らかにし，漁業生産向上のための科学的基盤を整備する。

　1.研究期間

　　　昭和５６年～６０年の５ケ年であるが，最初の３ケ年を第１期とし，この期間に第２期に予　　

定されている理論的総括へ発展させるための知見を得ることとする。

　2.研究方法

　　（1）富山湾の生物群集構造を通して，海洋生産力のしくみと特殊性を明らかにする。また，富　　　

山湾に来遊する一過性魚類で高次生産力の主要部分を構成するものの中には，発有期を沖合　　　

の流れ藻に依拠して過ごすものがかなりあるので，流れ藻時代からそれを離脱して沿岸域に　　　

移るまでの生活過程を明らかにする。

　　（2）生物群集のうち低次生物生産を構成する植物プラソクトソ，動物プランクトンおよびベソ　　　

トスについて，定点網の定期的観測を通じて，空間的分布構造，モデル水域内の総量，それ　　　

らの季節的変化を明らかにする。

　　（3）生物群集のうち高次生物生産を構成する魚介類について，漁獲物調査，資源生態調査等を　　　

通じ，量的組成と流入流出過程を明らかにする。

　　（4）上記（2）と（3）で捉えた生物種あるいは種群の食物関係を，それらの分布，出入りとの関連で　　　

明らかにすることにより，生物群集の全体像を描く。なお食物関係については，高次のすべ　　　

ての関連種について必要な調査を実施する。

　　（5）有用魚介類の中から幾つかのモデル魚種を選定し，その摂餌系列（捕食系列と被食系列）　　　

を追って，摂餌の選択性，餌料の転加効率，食物階層間の転送効率（およびそれら食物関係　　　

の成長に伴う変化）を明らかにし，モデル魚種および関連魚種の餌料保証と摂餌系列を流れ　　　

る物質

【調査実施の概要】　

（1）低次生物調査　　

①調査日 第１回

第２回

昭和５６年１１月　４～　６日

昭和５７年　２月１８～２０日

②　調査項目及び調査定点散

　（カ　クロロフィル・と栄養塩（燐酸態燐）　

（ｲ）動物プランクトソ

　（ｳ）水乱塩分

　（祠　ベントス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー４２

‾圖

１６定点（調査定点図１）

１６定点（

１６定点（　

９定点（

Z/

〃

Z/

ｊ
　
ｊ
　
ｊ



　　團　粒子，強熟減量

（2）高次生物生産に関する調査

　①　標本船による漁獲量調査

　　　　　大型定置網　　氷見，魚津　　　　　

小型定置網　　氷見

　　　　　刺　　　網　　氷見，魚津　　　　　

八そう張　氷見

　②　生物に関する調査

　　　　　モデル魚種　　ブリ類

　　　　　関連魚梯　　マイワシ

　　　　　　　　　　　　カタクチ

　　　　　　　　　　　　ウルメ

　　　　　　　　　　　　マアジ

　　　　　　　　　　　　ソーダカツオ

図　富山湾の調査定点

謳

２隻

１隻

２隻

１隻

９定点（調査定点図１）

Ｓ ５６．１１月～Ｓ５７．３月Ｓ

５７．１月～３月

Ｓ５７．２月～３月

Ｓ５６．１１月～Ｓ ５７．３月

１１月～２月

１１月～３月

１１月

－４３－

が
　
が

１０５尾（定置網）

２００尾（　〃　）

１００尾（　･･）　

４０尾（　μ　　）

２００尾（　/7　　）　

30尾（　//　　）

【調査結果の概要】

　　調査結果については，３ケ年　

調査（５６～５８年度）結果を　

待って昭和５９年４月に日本海　

区水産研究所より中間報告書と　

いう形で一括報告される予定で　

ある。従って，５６～５７年度　

は調査結果資料の集積整理，分　

析を行うことで事業が進められ　

ている。

【調査関連登載印刷物】

　　海洋生物資源の生産能力と海　

洋環境に関する研究。

　　昭和５６年度第１回北陸沿岸　

地域研究検討会，議事要録

　５６．１０日本海区水産研究所
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19.公共用水域水質測定調査

萩原祥信・川崎賢一・若林 洋

【目的】

県公害対策課の委託により富山湾海威(公共用水域)の水質汚濁状況を常時監視するため，試

料採水及び一般項目の分析を行う。

【調査海域及び調査方法】

小矢部川河口海域

神通川河口海域

その他の地先海域

【測定回数】

小矢部川.神通川河口海域

その他の地先海域

【測定項目】

8点、

7点 l計 25点

1 0点 j

毎月 1回

4， 5， 7， 8， 1 0， 1 1月

天候(風向，風力，波浪，ウネリ)，水質(pH， DO， COD) 

【調査方法】

計 12回

計 6回

各調査点、で0.5，2.0 m層を採水し.DO固定等を行い，試水を当場に持ち帰り， pH， DO， 

CODの分析をした。

【取りまとめ】

毎月，測定データーを県公害対策課へ報告した。
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20.漁業公害調査指導事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎賢一・萩原祥信・若林　洋

【目　　的】

　　富山湾沿岸における定置漁場の水質環境について現況を把握し，もって汚濁監視のための資料　

を得ることを目的とする。（国庫補助1/2）

【方　　法】

田採水法

（2）採水方法

（3）調査項目

（4）分析項目

（5）調査回数

宮崎～宇波の定置漁場の２７点と河川前の３点　計３０点

表層（原則として）

天候，風向，風力，波浪，うねり，流向，採水時間，水温，漁獲量

pH，塩分，濁度，ＣＯＤ

５６年４月～５７年３月　計１２回（８月欠漏，７月２同調査）

【調査結果の要約】

　　昭和５６年４月から昭和５７年３月まで，湾内定置漁場を中心に３０点について，海況，水温，

　pH，塩分，濁度，CODの調査を行った。

　　測定項目の各調査点における年間の最大値，最小値は，pHでは，8.8（宮崎沿，神，伊古場）　

～7. 1（小矢部川前），塩分では，34.03‰（茂渕二番）～0.45‰（小矢部川前），濁度では　33.9ppm（小矢部川前）～0.7ppmoll中神，高峰沿，神，住吉，茂渕一番，茂渕三番，前網）　ＣＯＤは，6.9

ppm（釣鐘神）～ＮＤ（宮崎沿）の範囲であった。

　　ＣＯＤについては，水質環境基準（Ａ類型２ｐｐｍ）を超えたものは，小矢部川前と大中頭の２　

点で，水産環境基準（lppm以下）は４地点であった。

【調査結果登載印刷物】

　昭和５６年度漁業公害調査指導事業調査報告書（昭和　　年　　月）
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21.新湊地先水質・底質調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今　村　　　　明

【目　　　的】

　　伏木外港建設計画に伴う環境アセスｊソトのたぬ新湊地先の水質･庇質調査で県港湾課の委託に　

より，採水及び採泥のみを実施する。なお，試料の分析及び資料解析は他の機関に委託されている。

【実施状況】

　　採水及び採泥は次表のとおり実施した。

調査時期 �調査丸 �調査員 �調査内容(別図参照) �備　　　　　　考
５５．１ ０ １ ５

�立山丸 �今　村 �詳細調査（１６点） �0.5瓜と２瓜の２層観測

11.16
�/y �Z/ �// �//

１２．５
�ZZ

�今村，内山 �氏質調査（１１点） �スミスマッ岸ンクイヤによる採泥

12S～12.10 �はやつき�内　山 �詳細及び概略調査(9点)�２,層観測

56.1.28 �立山丸 �今　村 �詳細調査
�//

2.19
�/y �Z/ �Z/ �//

3.17
�7y

�岡　本 �詳細及び概略調査
�乙/

４．９
�/7

�今村,岡本,内山�詳細調査
�式/

5.12
�//

�岡　本
�Z/ �Zﾀ

6.1G～6.17 �〃 �内　山 �詳細,概略及び氏質調査 �２層観測及びスsスマツキンヲイヤによる採泥

7.14
�乙/

�岡本 �詳細調査 �２層観測

8.11
�/Z

�浦本
�Z/ �//

9.17
�/y

�岡本 �詳細及び概略調査
�Z/

【調査結果の概要】

　　観測デーク及び採水採泥試料はすべて県港湾課に送付した。したがって，取りまとめについて　

は他の機関で実施されている。

ビ

jゝ

ダ �へ
�Ｍ／ �／Ｎ　　　　　ヾ

�ｋ ��　　　　　　　　Ｍゝ　

　　　・
�ｙ �ゝ

�／

≒ �ゝ �／　　　　≒ｘ　　　　ｆ�／　　　　ｋ≒ �ｙ �/　　　　xw
�　　　　　　　　－ヽ

二
���ノ　　　　　ζ

� 7 1 　 　 　 　 4 7

�去　　　　　ヽ �／　　　　ｙ－ �ヽｙ

���ｊ

Ｊ　　　　　　　　

ぶ�｀　　　　ぶ
�ｊ　　　　　Ｌヽ　 　　　ｆ �ｉ

　　　　　　　　　　　　　ブ　Ｔ　　９　　∩

ｏ　水質概略調査（9点）　　　　　　９　，、　゛湊　　　　　

ニ。

二

〇　水質詳細調査（16点）　　　　　　　

　

匹

□　底質調査（11点）　　　　　　　川

図　新満地先水質・底質調査地点図　　　　　　

一４６－
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22.神通川のサクラマスについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角　　　　祐　二

【目　　　的】

　　富山県において，サケ，マス資源の増大は大きな課題となっており，サケに次いで期待がかけ　

られているのがせクラー･スである。しかし，本県におけるサクラ－スの知見はきわめてとぼしい　

ものであり，その実態は明らかにされていない。今回は，本務の資源増大事業を推進するための　

基礎資料として，神通川におけるサクラマスの実態について調査した。

【調査結果の概要】

　1.河川の状況：田　神通川は庄川とならんで富山県下でもっとも大きな河川であり，途中，支　　　　　　　　　　

川熊野川と井田川を合流する。平均流量は本川１３ｏｔ／包eeとなっている。

　　　　　　　　　（2）河川生物相はサケ，サクラマスを含め約５０種の魚類が生息している。

　　　　　　　　　（3）河川工作物は河口から上流２４ｈ地点に神通川第三ダムがあり，ここでさ　　　　　　　　　　

く河魚類の全てがそ上を防げられている。

　　　　　　　　　（4）漁業実態は，漁獲の８０％がアユで占められており，続いてサケ，サクラ　　　　　　　　　　

マスとなっている。

　2.河川内そ上親魚：本川におけるサクラー･スの漁期は，１月１日～７月３１目まで（第５種共　　　　　　　　　　

同漁業権魚種）と９月～１１月まで（特別採捕許可）の２期にわたっている。

　　　　　　　　　（1）漁期は２月上旬から７月までで，盛期は４月上旬から６月上旬である。

　　　　　　　　　（2）産卵は９月下旬から１０月中旬が主で，産卵場は成子橋から塩付近である。

　　　　　　　　　（3）魚体は2.5k9が主で，大型は4～5k9である。

　　　　　　　　　（4）雌雄の比率は，８５：１５で雌の方が多い。

　　　　　　　　　（5）漁獲量は，明治４０年から大正３年には１５０～１７０ｔもみられたが，年　　　　　　　　　　

々減少し，近年における漁獲量は約７ｔ前後である。

　3.　河川内及び河口域における椎幼魚：実態については，未調査のため明らかでない。

　4.　沿岸域幼魚：沿岸の定置では３月上旬～６月上旬にかけてよく混獲され，その大きさは，約　　　　　　　　

ＦＬ１５～２５回である。早期のものでは１１月下旬から認められる。

　5.　沖合域（富山湾内）幼魚：サョリ表層２隻曳網により４月から５月にかけて富山湾内に広く　　　　　　　　　　　　　　　

混獲される。その大きさは，沿岸域でのものとほぼ同じ大きさであ　　　　　　　　　　　　　　　

る。
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１

職員現員数

《昭和56年度職員・予算等の概要》

Ｓ５７．３．３１現在

区　　　　分 �庶　務　課�漁業資源課�立　山　丸�利用増殖課�はやつき

場　　　　　　　　　　　長 �１

次　　　　　　　　　　長 �　　　11(事務取扱)

課　　　　　　　　　　長 ��１ ��１

船　長　　　機　関　長 ���２ ��２

主　　　　　　　　　　任 �１

主任研究員・研究員 ��４ �５ �７

技　　　・　　　単　　労 �２ ��７ ��１

計 �５ �５ �１４ �８ �３

合　　　　　　計 �３５

２　職員の配置 Ｓ５７．３．３］現在

課　　名 �職　　　　名 �氏　　　名 �備　　　　　考

�場　　　　　　　長

次　　　　　　　長 �浜　谷　辰　為守　山　正　治

庶　務　課 �課　長（事務取扱）主　　　　　　　任技　
　　　　　　上

前　　　　　　　手 �守　山　正　治畑　中　和　江浦　田

　文　男

北　條　雄　也

漁業資源課 �課　　　　　　　長主　任　研　究　員研

　　　究　　　員

立　山　丸　船　長　　　

z/　　　　機関長　　　

μ　主任研究員　　　

//　　　　〃　　　

･･　　研究員　　　

z･　　技　士　　　

･･　　甲板手 �今　村　　　明佐藤　　学辻　谷

　三　郎

岡　本　勇　次

内　山　　　勇

浦本　巳之重

池　田　時　夫

金　谷　鵜　作

相　川　栄　松

中　島　信　行

田　中　孝　世

酉　浦　　　正

新　夕　寅　信

谷　井　富　造

大　橋　―　夫

油　谷　外喜雄

松　平　一　昭

酉　浦　富　幸

渾　井　一　彦

－４

‾晋‾
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課 名 職 名 氏 名 備 考

課 長 奈倉 昇

主任研究員 川崎賢一

研 究 員 萩原祥信

11 土井捷三郎

11 宮崎統五

利用増殖課 11 角 祐二

11 若林 洋

必F 若林信一

はやっき主任研究員 寺岡 広

11 機関長 新川文夫

11 技 土 堀切忠行

3 昭和56年度予算

事 業 名 予算額(千円) 備 考

水 産 試 験 場 費 1 3，031 

漁 業指 導船 立 山 丸 経 常費 26，896 

漁 場 環 境 主司 査 船 経 常費 6.060 

漁 海 況 予 報 事 業 費 3，036 補 1，535 

沿 岸 海 況 観 狽。 事 業 費 2，852 

1中 l口L 漁 場 開 発 事 業 費 8.631 

富 山 湾 固 有 種生態 調 査費 2，226 補 1，200 

200カイリ水域内漁業資源調査委託事業費 2，4 5 5 委 2.4 55 

さ け . ま す 増 殖 調 査 費 1 2.000 補 6，000 

遡河性さけ・ます大量培養技術開発費 1，178 委 1，178 

種苗生産及び浅海増殖調査費 6.4 1 6 

放 流 技 術 開 発 事 業 費 12，566 補 6，4 1 4 . 
水 産 カ日 工 技 術 試 験 費 752 

富 山 湾 水 質 環 境 調 査 費 689 

赤 潮 等 対 策 調 査 費 689 

魚 病 対 策 費 1， 731 補 300 

温 j:]~ 水 養 魚 試 験 費 313 

ベニズワイの鮮度保持に関する研究調査費 1，600 補 800 

魚卵稚仔量調査委託事業 費 3，449 委 3，449 

地域性重要水産資源管理技術開発総合研究費 5，000 補 2，500 

富山湾生物資源の生産能力と海洋環境調査研究費 3，4 8 4 委 3，484 

計 11 5，054 
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